
北九州工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 電子回路設計
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生産デザイン工学科（電気電子コース） 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 加島 篤,前川 孝司
到達目標
自らのアイデアを実現するための電子回路をディジタルICなどを用いて設計製作できる。B①②, C①②③④, D②③, E②
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

電子回路設計理論
電子回路の設計に必要となる原理
・原則を理解し、概要説明と分析
応用ができる。

電子回路の設計に必要となる原理
・原則を理解し、概要を説明でき
る。

電子回路の設計に必要となる原理
・原則を理解しておらず、概要を
説明できない。

電子回路設計
電子回路の設計に必要な知識を有
しており、コスト等を考慮し、最
適な回路を設計できる。

電子回路の設計に必要な知識を有
しており、最低限の機能を有した
回路が設計できる。

電子回路の設計に必要な知識を有
しておらず、回路が設計できない
。

成果発表

情報収集・整理を行い、聞き手を
考慮したわかりやすい発表と資料
作成が行えるに必要な知識を有し
ており、コスト等を考慮し、最適
な回路を設計できる。。

情報収集・整理を行い、最低限の
発表と資料作成が行える。

情報収集・整理を行うことができ
ず、十分な発表と資料作成が行え
ない。

学科の到達目標項目との関係
準学士課程の教育目標 B① 専門分野における工学の基礎を理解できる。
準学士課程の教育目標 B② 自主的・継続的な学習を通じて、専門工学の基礎科目に関する問題を解くことができる。
準学士課程の教育目標 C① 実験や実習を通じて、問題解決の実践的な経験を積む。
準学士過程の教育目標 D① 専門工学の基礎に関する知識と基礎技術を統合し、活用できる。
教育方法等
概要 座学により身につけたディジタル回路の基礎理論と教員側が準備したディジタル回路の試作体験の経験に基づいてグル

ープで協力し、ディジタルICなどを用いた電子回路の設計と製作を行う。

授業の進め方・方法

・ディジタルICを用いた電子回路の設計と製作を行う上で必要な基礎知識を座学により身につける。
・教員が準備した３種類の基本的なディジタル回路の内、１種類の回路を選択し、製作を行う。
・試作体験を基に班ごとに考えた製作する回路のアイデアを発表する。
・発表時のアドバイスなどを参考にアイデアを修正し、ディジタルICを用いた電子回路の設計・製作を行う。
・各班で設計・製作を行った電子回路については機能や回路構成、動作原理についてPowerPointを用いて発表する。

注意点 後半の回路製作では、必要に応じて放課後等の時間を利用し、電子回路と成果発表のためのスライドをそれぞれ完成さ
せること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、事例紹介 ディジタル回路を構成する基本要素を理解できる。
2週 電子回路の基礎 ディジタル回路の基礎理論を理解できる。

3週 回路の試作体験（１） ロジックIC等の部品を用いて、簡単なディジタル回路
を製作できる。

4週 回路の試作体験（２） ロジックIC等の部品を用いて、簡単なディジタル回路
を製作できる。

5週 設計製作する回路の構想（１） ディジタル回路を応用した装置のアイデアを立案でき
る。

6週 設計製作する回路の構想（２） ディジタル回路を応用した装置のアイデアを立案でき
る。

7週 設計製作するディジタル回路の構想（３） ディジタル回路を応用した装置のアイデアを立案でき
る。

8週 中間発表 自らのアイデアを文書やプレゼンで説明できる。

4thQ

9週 回路設計と部品の見積り アイデアを実現するための回路設計およびコストを考
慮した最小限の設計ができる。

10週 回路製作（１） 設計した回路を、各種電子部品を組み合わせて製作で
きる。

11週 回路製作（２） 設計した回路を、各種電子部品を組み合わせて製作で
きる。

12週 回路製作（３） 設計した回路を、各種電子部品を組み合わせて製作で
きる。

13週 回路製作（４） 設計した回路を、各種電子部品を組み合わせて製作で
きる。

14週 回路製作（５） 設計した回路を、各種電子部品を組み合わせて製作で
きる。

15週 最終発表（各班の成果発表）の準備 成果発表のための資料を作成できる。

16週 最終発表 完成した回路の機能や回路構成、動作原理を説明でき
る。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野 計測

A/D変換を用いたディジタル計器の原理について説明できる。 4
オシロスコープの動作原理を説明できる。 4



分野別の工
学実験・実
習能力

電気・電子
系分野【実
験・実習能
力】

電気・電子
系【実験実
習】

増幅回路等(トランジスタ、オペアンプ)の動作に関する実験結果
を考察できる。 3

後2,後3,後
4,後10,後
11,後12,後
13,後14

論理回路の動作について実験結果を考察できる。 4
後2,後3,後
4,後10,後
11,後12,後
13,後14

ディジタルICの使用方法を習得する。 3 後2,後3,後
4

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

目標の実現に向けて計画ができる。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

2

後5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 2

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 2
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 2
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 2
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 2

法令やルールを遵守した行動をとれる。 2
他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 2
技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 2

評価割合
中間発表 最終発表 貢献度 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 20 60 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 20 60 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


